
「京都府総合計画」（現行）の概要について

基本計画

地域振興計画

◆８つのビジョンと基盤整備
将来像の実現に向けて、８つのビジョンとそれらを支える基盤整備

山城・南丹・中丹・丹後の広域振興局ごとに、各地域の資源や特性を踏まえ、
概ね４年間の取組を示した計画

◆８つの広域連携プロジェクト
府域の均衡ある発展に向けて、オール京都のプレーヤーと府全域で連携

◆分野別基本施策
２０の分野別に、現状分析・課題、４年間の対応方向・具体方策、数値目標を体系的

に明示

将来構想

◆2040年に実現したい京都府の将来像

の令和２２（2040）年に実現したい京都府の将来像を描いた構想令和２２（２０４

０）年を展望し、実現したい将来像を理念的に示したもの

◆数値から見る時代の潮流

令和２２（２０４０）年の京都府の姿を、統計指標を中心に推移を分析したもの

「京都府行政運営の基本理念・原則となる条例」に基づき策定している、府政運営の羅針盤
（令和元年１０月策定、令和４年１２月改定）

【計画期間（基本計画・地域振興計画）：令和５年度～令和８年度】

資料６

2019 前「京都府総合計画」策定

2020～ 新型コロナウイルスの拡大

2022～
原油価格･物価高騰等

ロシアによるウクライナ侵攻

③子育て環境日本一・京都の
実現

人・物・情報・日々の生活の基盤づくり

「安心」「温もり」「ゆめ実現」の３つの柱で
「あたたかい京都づくり」を進める

ゆめ実現温もり安心

④誰もが活躍できる生涯現役・
共生京都の実現

⑤共生による環境先進地・京
都の実現

①安心できる健康・医療・福
祉の実現

②災害・犯罪等からの安心・
安全の実現

⑥未来を拓く京都産業の実現

⑦文化の力で世界に貢献す
る京都の実現

⑧交流と連携による活力ある
京都の実現

人と人との
絆や交流の重要性

社会的に弱い立場の方が
厳しい状況に

「京都府総合計画」（現行）のポイント

府民・地域の皆様
との信頼関係

97％超を予算化
「８つのビジョンと基盤整備」
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安心

◎災害から府民を守る拠点となる常設の危機管理センター
の設置（令和６年３月運用開始）

◎福祉医療制度の充実
・京都子育て支援医療助成制度
３歳～小学校卒業の通院自己負担上限月額を1,500円から200円に
引き下げ

・精神障害者の方々を対象とした府独自の医療費助成制度の創設

温もり

◎「子育て環境日本一推進戦略」の改定とそのエンジンとなる新たな
条例の制定
・京都版ミニ・ミュンヘンを各地で開催
・全国初の「親子誰でも通園制度」を実施し「子育ち」と「親育ち」
を一体支援

・「きょうとプレコン高校生教育プログラム」を作成

◎府市共同事業「京の高校生探究パートナーシップ事業」の開始

◎生涯現役クリエイティブセンターの利用者が１５万人を突破

現行の総合計画における主な取組

◎府域の均衡ある発展を支える、鉄道網や道路網などの基盤整備の加速

・ＪＲ奈良線高速化・複線化第２期事業の開業

・国や地元と連携し、山陰近畿自動車の整備を促進
（網野-久美浜のルート帯決定等）

・京都縦貫自動車道のNEXCO西日本への移管

・鷲峰山トンネルや白鳥トンネル、南八田道路、東中央線、

木津川東バイパスの開通

基盤づくり

ゆめ実現

◎文化庁の京都移転と、京都を起点とした新たな文化振興や文化の
世界発信

◎府内各地における産業創造リーディングゾーンの形成
・アート＆テクノロジー・ヴィレッジ京都（ATVK）の開設（令和5年10月）
 ・脱炭素関連スタートアップ拠点「ZET-BASE KYOTO」の開設
（令和7年4月）

 ・「けいはんなフードテックヒル」（仮称）の整備着手

◎大阪・関西万博を契機とした京都の魅力発信
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京都の魅力の源泉

○ 京都は、豊かな自然を背景として、生活文化や伝統芸能、知の集積、幅広い産業
など、多様な魅力の源泉が存在。国内外の多彩な人材を魅了してきた。

○ 社会のあり方が大きく変わろうとしている今、これらの魅力を改めて問い直し、
磨き上げることにより、次の世代へ引き継ぐ。

豊かな自然

※以下は一例

文化芸術

➤ 豊かな自然それ自体に加え、人と自然との交わりの中で生み出さ

れる景観や農林水産品など、多様な魅力の源泉が存在。

➤ 一方で、気候変動により、急激な植生の変化や高温・渇水による

被害が発生。また、人口減少・少子化により、自然の守り手が減少。

➤ 神社仏閣・伝統工芸品などの有形文化、能狂言・食などの無形

文化、三大祭・地蔵盆などの民俗文化のいずれにおいても、世界

に類を見ない魅力の源泉が存在。

➤ 一方で、需要の変化や職人の減少などにより、維持が困難にな

りつつあるものも

産業

生活文化

知の集積

➤ 京都には43の大学等が集積し、人口当たりの学生数は日本一。

また、けいはんな学研都市も立地。

➤ 一方で、国際的な学術研究拠点化や知×産業の連携による新産

業の創出については道半ば。

➤ 伝統産業や農林水産業に加え、知の集積と結びついた先端産

業・半導体産業や新たな時代の潮流を取り込んだスタートアッ

プ・コンテンツ産業など、多彩な産業が立地。

➤ 一方で、人口減少・少子高齢化により、中小企業を中心に担い

手不足に起因する休廃業が増加。

➤ それぞれの分野で「本物」を追求する気概と審美眼を持つ人材

が集う。四季の行催事や門掃き・打ち水など、日本人の心根や美

意識が暮らしに根ざしてきた。

➤ 一方で、市場・門前町などの様子の変化や京町屋のあるまちな

みの減少など、京都の暮らしが失われつつあるとの指摘も。
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社会経済情勢の変化
人口減少

➤2040年の京都府における生活維持サービスの不足率は41.4%との推計。
（リクルートワークス研究所「2040年の生活維持サービス充足率」）

➤2050年の人口推計は2025年比で、京都市内（▲14.0%）に対し、丹後地域
（▲40.4％）、南丹地域（▲30.5％）、中丹地域（▲24.4％）と大きな地域差。

（国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口 令和５(2023)年推計」）

➤東アジアでは、長時間労働、専業主婦モデルなどの制度疲労により、家族を持つこ
とが合理的でなくなったことが少子化の核心。

（溝口由己「少子化するアジア」）

※京都府にて要旨をまとめたもの

➤1996～2025年の年間猛暑日数は、1910～1939年の約4.2倍。2016～2025年
の１時間降雨量80mm以上の年間発生回数は1977～1986年の約２倍。

（気象庁「大雨や猛暑日など（極端減少）のこれまでの変化」）

➤気候変動は、各国のマクロ経済及び金融の安定性に影響を及ぼしている。インフ
ラの強靱性を変化させ、資本の維持および更新にかかるコストを増加させる。

（IMF「Integrating Climate Change into Macroeconomic Analysis」）

➤気候変動は農業収量からサプライチェーンの混乱まで、食料システム全体に影響。
（FAO「Climate change impacts and adaptation options in the agrifood system」）

気候変動

➤ AIの不適切な利用は均質化のリスクを生む。多くの企業責任者が、アルゴリ
ズムによってブランドが似通うと考えており、より深い創造性と人間的要素が
必要である。

（ World Economic Forum 「As AI rises, so does the need for more human creativity」 ）

➤ 機械が高度化するにつれ、人間の直感・感情・想像力の独自の価値がかえっ
て際立つ。また、手工芸や人間の創造性を保護し育てる必要がある。
（ World Economic Forum「The art of being human: Creativity's role in the intelligent age」）

➤ 京都は、一過性の流行に左右されない確立された「型」を持っている。AIに
よって容易に模倣や大量生産ができるからこそ、「本物」の価値が重視される。

（コンテンツ業界有識者との意見交換）

➤世界の雇用の4分の1は生成AIの影響を受ける可能性があり、自動化のリスク
が最も高い職種は、雇用の中で大きな割合を占めている。

（ILO「Generative AI and Jobs: A Refined Global Index of Occupational Exposure」）

➤サイバーセキュリティにおける脅威に直面。フロンティアAIモデルによる、脆
弱性の発見等に関する対応に、危機感を持って迅速に取り組む必要。

（内閣官房国家サイバー統括室「AI 性能の高度化を踏まえたサイバーセキュリティ対策の強化について」）

AIによる技術革新

➤地政学リスクにより、国際経済の不確実性が構造的に拡大し、各国経済・企業行
動に広範な影響を与えており、「一時的ショック」ではなく「構造変化」                   

（経済産業省「通商白書（2025年版）」）

国際情勢の不安定化
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今
後
の
府
政
の
方
向
性
（
現
時
点
）

○
社
会
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、
「
あ
た
た
か
い
京
都
」
の
上
に
、
「
安
心
」
「
は
ぐ
く
み
」

「
輝
き
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
国
内
外
を
魅
了
す
る
「
わ
く
わ
く
す
る
京
都
」
を
目
指
す
。

新
た
な
総
合
計
画
の
ビ
ジ
ョ
ン
例
と
そ
れ
を
構
成
す
る
未
来
像
（
案
）

①
危
機
に
備
え
、
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
、
「
安
心
で
き
る
京
都
」

②
誰
も
が
役
割
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
、
「
は
ぐ
く
ま
れ
る
京
都
」

③
受
け
継
が
れ
て
き
た
多
彩
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
、
「
輝
く
京
都
」

⑨
北
部
地
域
の
魅
力
が
つ
な
が
り
輝
く
京
都
の
実
現

③
若
者
が
子
ど
も
を
持
ち
た
い
と
思
う
「
子
育
て
環
境
日
本
一
・
京
都
」
の
実
現

④
変
化
し
続
け
る
社
会
で
誰
も
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
輝
き
続
け
る
京
都
の
実
現

⑩
府
内
各
地
の
人
や
物
の
交
流
の
基
盤
と
な
る
強
靭
で
持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
網
の
形
成

⑦
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
繋
が
る
真
に
国
際
的
な
学
術
研
究
拠
点
の
形
成

⑤
千
年
後
も
京
都
が
京
都
で
あ
る
た
め
の
、
京
都
の
魅
力
の
磨
き
上
げ

⑥
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
京
都
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
開

⑧
リ
ス
ク
を
織
り
込
み
持
続
的
に
発
展
す
る
中
小
企
業
・
農
林
水
産
業
の
基
盤
構
築

…

⑪
・
・
・
・

②
防
災
か
ら
再
建
ま
で
を
支
え
る
、
府
民
に
寄
り
添
っ
た
危
機
管
理
体
制
の
構
築

①
地
域
で
健
や
か
に
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
再
構
築
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新
た
な
総
合
計
画
の
ビ
ジ
ョ
ン
例
と
そ
れ
を
構
成
す
る
未
来
像
（
案
）

●
す

べ
て

の
子

ど
も

や
若

者
が

、
自

分
ら

し
く

過
ご

せ
る

居
場

所
を

持
ち

、
挑

戦
と

失
敗

を
繰

り
返

し
な

が
ら

安
心

し
て

成
長

で
き

る
京

都

●
性

別
に

関
わ

ら
ず

、
子

育
て

世
代

の
子

育
て

と
働

く
こ

と
の

両
立

が
実

現
し

、
若

者
や

現
役

世
代

に
選

ば
れ

、
そ

の
い

き
い

き
と

し
た

姿
を

見
た

若
者

が
、

子
ど

も
を

持
ち

、
育

て
た

い
と

思
え

る
京

都

 
①

 
地

域
で

健
や

か
に

暮
ら

し
続

け
る

た
め

の
生

活
サ

ー
ビ

ス
の

再
構

築

●
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
や

多
職

種
連

携
、

地
域

を
越

え
た

支
え

合
い

に
よ

っ
て

、
医

療
・

介
護

・
福

祉
な

ど
の

専
門

職
が

ケ
ア

の
価

値
向

上
に

注
力

で
き

、
学

び
合

い
、

誇
り

を
持

っ
て

成
長

し
続

け
ら

れ
る

京
都

●
病

気
、

障
害

、
認

知
症

、
介

護
の

有
無

な
ど

に
か

か
わ

ら
ず

、
暮

ら
し

の
主

語
が

“
本

人
”

で
あ

り
、

自
分

ら
し

く
暮

ら
し

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
京

都

 
③

 
若

者
が

子
ど

も
を

持
ち

た
い

と
思

う
「

子
育

て
環

境
日

本
一

・
京

都
」

の
実

現

●
子

ど
も

が
幼

い
こ

ろ
か

ら
社

会
と

つ
な

が
り

、
京

都
の

多
様

な
主

体
と

の
関

わ
り

の
中

で
、

不
安

定
で

不
確

実
な

社
会

を
生

き
抜

く
力

を
育

む
こ

と
の

で
き

る
京

都

・ ・ ・  
②

 
防

災
か

ら
再

建
ま

で
を

支
え

る
、

府
民

に
寄

り
添

っ
た

危
機

管
理

体
制

の
構

築

●
安

心
し

て
過

ご
せ

る
避

難
所

な
ど

の
全

国
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
の

危
機

管
理

体
制

と
、

地
域

・
福

祉
・

企
業

な
ど

の
つ

な
が

り
に

よ
る

地
域

の
力

で
、

命
と

暮
ら

し
を

守
り

抜
く

京
都

●
地

域
・

学
校

・
商

店
街

・
観

光
地

・
デ

ジ
タ

ル
空

間
等

が
連

携
し

、
子

ど
も

か
ら

高
齢

者
、

来
訪

者
ま

で
、

誰
も

が
安

心
し

て
日

常
を

楽
し

め
る

京
都

・ ・ ・ ●
そ

れ
ぞ

れ
の

地
域

の
特

徴
や

ま
ち

づ
く

り
に

応
じ

て
、

文
化

、
歴

史
や

豊
か

な
自

然
に

囲
ま

れ
た

暮
ら

し
な

ど
、

特
色

あ
る

多
彩

な
子

育
て

環
境

が
整

う
京

都

・ ・ ・
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●
性

別
、

年
齢

、
障

害
の

有
無

な
ど

に
関

わ
ら

ず
様

々
な

主
体

が
、

地
域

・
職

場
・

学
校

な
ど

で
役

割
や

居
場

所
、

繋
が

り
を

持
つ

こ
と

が
で

き
、

挑
戦

、
交

流
、

創
造

が
広

が
る

京
都

●
子

育
て

や
介

護
中

の
人

、
若

者
、

女
性

、
シ

ニ
ア

、
専

門
人

材
な

ど
、

一
人

ひ
と

り
が

働
く

場
所

や
時

間
、

担
う

役
割

や
キ

ャ
リ

ア
形

成
を

希
望

に
応

じ
て

選
択

で
き

、
住

み
続

け
な

が
ら

、
自

分
ら

し
く

活
躍

で
き

る
京

都

 
④

 
変

化
し

続
け

る
社

会
で

誰
も

が
生

涯
に

わ
た

っ
て

輝
き

続
け

る
京

都
の

実
現

●
誰

も
が

学
び

直
し

や
職

業
訓

練
、

キ
ャ

リ
ア

相
談

、
地

域
と

の
つ

な
が

り
な

ど
を

通
じ

て
、

希
望

す
る

形
で

社
会

や
仕

事
に

参
画

し
続

け
、

「
挑

戦
・

役
割

・
活

躍
」

を
実

感
で

き
る

京
都

●
国

籍
や

生
活

習
慣

の
違

い
に

関
わ

ら
ず

、
外

国
人

が
地

域
社

会
の

一
員

と
し

て
受

け
入

れ
ら

れ
、

安
心

し
て

暮
ら

し
、

働
き

、
学

び
な

が
ら

、
そ

の
能

力
や

個
性

を
活

か
し

地
域

と
と

も
に

成
長

す
る

京
都

 
⑤

 
千

年
後

も
京

都
が

京
都

で
あ

る
た

め
の

、
京

都
の

魅
力

の
磨

き
上

げ

●
伝

統
文

化
の

担
い

手
・

継
承

者
や

芸
術

に
挑

む
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
等

が
、

人
や

地
域

と
つ

な
が

り
直

し
、

適
正

な
報

酬
と

保
護

に
支

え
ら

れ
、

評
価

さ
れ

る
中

で
創

造
を

生
涯

の
仕

事
と

し
て

築
け

る
京

都

・ ・ ・ ●
働

き
盛

り
も

高
齢

者
も

、
通

勤
や

買
物

、
地

域
活

動
な

ど
の

つ
い

で
に

気
軽

に
体

を
動

か
し

、
仲

間
と

の
交

流
を

通
じ

て
健

康
寿

命
と

地
域

の
つ

な
が

り
を

楽
し

く
育

て
ら

れ
る

京
都

●
地

域
住

民
の

誰
も

が
日

常
の

中
で

茶
の

湯
、

い
け

ば
な

、
祭

、
ア

ー
ト

、
町

家
、

ギ
ャ

ラ
リ

ー
、

学
校

、
商

店
街

等
に

触
れ

、
自

分
も

参
加

者
・

支
え

手
・

語
り

手
に

な
れ

る
京

都

●
訪

れ
る

人
が

文
化

や
暮

ら
し

に
入

り
込

み
、

A
I
等

の
新

し
い

技
術

も
活

用
し

、
自

分
に

合
っ

た
体

験
を

重
ね

な
が

ら
学

び
・

つ
な

が
り

、
人

生
を

変
え

る
出

会
い

が
生

ま
れ

る
京

都

・ ・ ・●
子

ど
も

や
若

者
が

自
分

の
「

好
き

」
を

起
点

に
、

様
々

な
場

所
で

、
プ

ロ
ス

ポ
ー

ツ
と

の
交

流
や

デ
ジ

タ
ル

技
術

を
通

じ
て

、
多

様
な

形
で

ス
ポ

ー
ツ

に
関

わ
り

、
仲

間
・

地
域

・
未

来
と

つ
な

が
る

京
都

●
観

光
が

府
域

全
体

に
広

が
り

、
地

域
の

人
と

訪
れ

る
人

が
出

会
い

・
関

わ
り

・
支

え
合

い
な

が
ら

、
誇

り
と

豊
か

さ
を

分
か

ち
合

う
京

都

●
訪

れ
る

人
が

地
域

の
祭

り
や

芸
能

等
を

「
見

る
」

だ
け

で
な

く
、

文
化

を
学

び
、

活
動

に
参

加
し

、
か

か
わ

り
方

の
希

望
に

あ
わ

せ
て

、
文

化
の

支
え

手
と

な
り

、
文

化
を

未
来

に
受

け
継

ぎ
、

育
み

つ
づ

け
る

京
都
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⑦

 
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

繋
が

る
真

に
国

際
的

な
学

術
研

究
拠

点
の

形
成

●
教

育
・

子
育

て
・

医
療

等
の

環
境

が
整

備
さ

れ
、

海
外

か
ら

の
研

究
者

や
家

族
が

安
心

し
て

暮
ら

し
、

多
様

な
文

化
や

専
門

性
が

日
常

的
に

交
わ

る
こ

と
で

、
研

究
成

果
だ

け
で

な
く

新
た

な
価

値
を

生
み

出
す

関
西

学
術

研
究

都
市

●
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

再
構

築
が

進
む

こ
と

で
、

研
究

機
関

、
大

学
、

企
業

等
が

シ
ー

ム
レ

ス
に

つ
な

が
り

、
京

都
・

大
阪

・
奈

良
を

つ
な

ぐ
知

の
モ

ビ
リ

テ
ィ

・
ハ

ブ
と

な
る

関
西

学
術

研
究

都
市

●
自

動
運

転
、

A
I
、

ロ
ボ

ッ
ト

、
ヘ

ル
ス

ケ
ア

、
フ

ー
ド

テ
ッ

ク
、

環
境

な
ど

の
未

来
技

術
が

住
民

の
生

活
を

支
え

る
イ

ン
フ

ラ
と

な
り

、
未

来
に

住
ま

う
体

験
が

可
能

と
な

る
関

西
学

術
研

究
都

市

●
多

様
な

人
材

や
資

金
、

知
が

交
差

し
、

起
業

家
が

挑
戦

と
成

長
を

繰
り

返
し

な
が

ら
社

会
課

題
の

解
決

に
取

り
組

み
、

次
々

と
新

た
な

価
値

と
産

業
を

生
み

出
す

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
・

エ
コ

シ
ス

テ
ム

が
広

が
る

京
都

●
ア

ー
ト

と
最

先
端

技
術

が
融

合
す

る
拠

点
に

国
内

外
の

人
材

が
集

い
、

分
野

を
超

え
た

共
創

が
日

常
的

に
生

ま
れ

、
新

た
な

文
化

と
産

業
が

次
々

に
実

装
さ

れ
る

実
験

と
創

造
の

場
と

な
る

京
都

●
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
省

エ
ネ

技
術

が
地

域
や

産
業

に
広

く
浸

透
し

、
環

境
と

経
済

が
好

循
環

す
る

中
で

、
多

様
な

主
体

が
主

体
的

に
参

加
し

な
が

ら
持

続
可

能
な

社
会

を
実

現
す

る
先

進
的

な
京

都

 
⑥

 
世

界
を

リ
ー

ド
す

る
京

都
産

業
創

造
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

展
開

・ ・ ・ ・ ・ ・●
伝

統
産

業
が

革
新

と
融

合
し

、
若

者
や

海
外

人
材

も
参

画
し

な
が

ら
新

た
な

価
値

を
創

造
し

続
け

、
職

人
の

匠
の

技
や

文
化

が
暮

ら
し

や
産

業
の

中
で

息
づ

き
、

世
界

に
誇

れ
る

魅
力

と
し

て
広

が
る

京
都

●
A
I
・

半
導

体
分

野
で

産
学

公
が

連
携

し
、

国
内

外
の

人
材

が
集

い
挑

戦
を

重
ね

る
こ

と
で

、
世

界
の

産
業

と
社

会
を

先
導

す
る

拠
点

と
な

る
京

都

●
食

文
化

と
先

端
技

術
が

融
合

し
、

生
産

か
ら

流
通

、
消

費
ま

で
新

た
な

価
値

が
創

出
さ

れ
、

安
全

・
持

続
可

能
で

魅
力

あ
る

「
食

」
を

世
界

に
発

信
し

続
け

る
フ

ー
ド

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
都

市
京

都

●
コ

ン
テ

ン
ツ

や
メ

デ
ィ

ア
芸

術
が

文
化

・
観

光
・

技
術

と
融

合
し

、
ク

リ
エ

イ
タ

ー
が

自
由

に
発

想
し

発
信

で
き

る
環

境
の

中
で

、
新

た
な

表
現

と
産

業
が

生
ま

れ
続

け
る

京
都

3
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3
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3
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6

3
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3
8

3
9

4
0

4
1

●
丹

後
郷

土
資

料
館

等
を

核
に

、
歴

史
・

文
化

・
自

然
の

魅
力

を
結

ぶ
体

験
交

流
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

広
げ

、
国

内
外

の
人

々
と

の
つ

な
が

り
か

ら
新

た
な

価
値

や
文

化
が

生
ま

れ
る

北
部

地
域

●
A
I
・

D
X
を

活
用

し
、

移
動

・
医

療
・

教
育

・
防

災
等

を
確

保
す

る
こ

と
で

、
世

代
や

地
域

を
越

え
て

人
々

が
つ

な
が

り
支

え
合

い
、

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
北

部
地

域

●
シ

ル
ク

テ
キ

ス
タ

イ
ル

や
も

の
づ

く
り

、
農

林
水

産
業

等
を

基
盤

に
、

高
付

加
価

値
化

と
市

場
開

拓
を

進
め

、
挑

戦
す

る
人

材
が

集
い

育
ち

、
新

た
な

し
ご

と
が

生
ま

れ
る

北
部

地
域

 
⑨

 
北

部
地

域
の

魅
力

が
つ

な
が

り
輝

く
京

都
の

実
現

●
誰

も
が

農
業

に
参

加
・

共
創

で
き

、
豊

か
な

生
活

・
環

境
・

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

な
ど

を
享

受
す

る
こ

と
が

で
き

る
京

都●
デ

ー
タ

駆
動

の
生

産
管

理
等

が
普

及
し

、
高

付
加

価
値

か
つ

高
収

入
を

実
現

す
る

「
ス

マ
ー

ト
農

業
」

を
通

じ
て

、
世

界
市

場
に

接
続

す
る

京
都

●
本

業
を

持
ち

な
が

ら
も

、
地

域
と

食
を

支
え

る
「

多
様

な
働

き
方

と
し

て
の

農
業

」
に

誰
で

も
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
京

都

・ ・ ・・ ・ ・●
原

材
料

高
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
高

に
も

対
応

で
き

る
よ

う
、

京
都

企
業

が
持

つ
優

れ
た

技
術

や
ブ

ラ
ン

ド
を

活
か

し
た

高
付

加
価

値
化

を
実

現
し

、
賃

上
げ

と
次

の
成

長
投

資
を

生
み

出
す

地
域

産
業

へ
進

化
す

る
京

都

●
様

々
な

形
態

の
事

業
承

継
を

柔
軟

に
選

択
で

き
、

技
術

・
信

用
・

顧
客

基
盤

を
次

の
世

代
が

引
き

継
ぎ

、
新

規
事

業
や

デ
ジ

タ
ル

化
で

“
京

都
ら

し
い

会
社

の
再

創
業

”
が

次
々

に
生

ま
れ

る
京

都

●
女

性
や

シ
ニ

ア
層

な
ど

多
様

な
人

材
が

、
Ｄ

Ｘ
化

等
に

伴
う

生
産

性
向

上
に

よ
り

、
そ

れ
ぞ

れ
の

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

応
じ

て
活

躍
で

き
、

「
京

都
で

働
く

こ
と

」
が

誇
り

と
成

長
実

感
に

つ
な

が
る

京
都

 
⑧

 
リ

ス
ク

を
織

り
込

み
持

続
的

に
発

展
す

る
中

小
企

業
・

農
林

水
産

業
の

基
盤

構
築

●
技

術
の

進
歩

に
応

じ
た

デ
ジ

タ
ル

基
盤

が
、

安
全

性
と

信
頼

性
を

確
保

し
な

が
ら

進
化

し
続

け
、

誰
も

が
安

心
し

て
そ

の
恩

恵
を

享
受

で
き

る
包

摂
的

な
デ

ジ
タ

ル
社

会
が

実
現

す
る

京
都

 
⑩

 
府

内
各

地
の

人
や

物
の

交
流

の
基

盤
と

な
る

強
靭

で
持

続
可

能
な

イ
ン

フ
ラ

網
の

形
成

・ ・ ・ ●
い

つ
で

も
、

ど
こ

で
も

、
誰

も
が

、
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

地
域

公
共

交
通

を
移

動
手

段
と

し
て

選
択

で
き

る
と

と
も

に
、

地
域

公
共

交
通

を
地

域
ぐ

る
み

で
支

え
、

次
世

代
へ

つ
な

ぐ
持

続
的

な
交

通
体

系
が

根
付

く
京

都

●
あ

ら
ゆ

る
災

害
を

見
据

え
た

リ
ダ

ン
ダ

ン
シ

ー
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
っ

て
地

域
が

日
本

各
地

や
世

界
と

つ
な

が
り

、
人

・
モ

ノ
・

情
報

が
府

内
す

み
ず

み
ま

で
巡

る
京

都
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